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魚群探知機による東シナ海における超音波散乱層の

反射損失について－１

松野保久＊・西徹*＊・有馬純宏*＊・益満侃*＊
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Abstract

TheobservationwascalTiedoutonboardtheKagoshima-maru，FacultyofFisheriesKago-
shimaUniversity,ｉｎthemiddleareaoftheEastChinaSea,ｉｎｔｈｅｌａｔｔｅｒｐａｒｔｏｆＭａｒｃｈ，１９７５．

ThereHectionlossoftheultrasonicscatteringlayerwasobservedby200KHzfish-finder・The
fbllowingresultswereobtained．

（１）ThereHectionlossoftheultrasonicscatteringlayerinthenightwas7､９ｄｂｓｍａｌｌｅｒ

ｔｈａｎｔｈａｔｉｎｔｈｅｄａｙ・Ｔｈｅｒｅａｓｏｎｗｈｙｔｈｉｓｃａｕｓｅｍａｙｂｅｔｈａｔtheplanktonvolume
inthenightwas０．３３ｍl/m3morethanthatintheday．

（２）Althoughwecannotdefinitelyconcludethis,thereiseveryindicationthatthedeeper
depthofwaterbecomes，thesmallerthereHectionlossoftheultrasonicscatteringlayer
becomes．

（３）ItwasnotclearthatrelationshipofthereHectionlossoftheultrasonicscatteringlayer
towatertemperature,salinityanddissolvedoxygen．

東シナ海漁場における超音波散乱層の探知についてはすでに，橋本')，俵2）らによる報告

がある．そして超音波散乱層と漁場形成の関連は深いと推察されているがシ東シナ海漁場に

おける両者との関連，特に超音波散乱層の反射損失の大小と漁場形成ならびに漁獲などとの

関連についての解析は十分行なわれていない．そこで東シナ海漁場における超音波散乱層の

反射損失の測定と同時にプランクトン採集，海洋観測を行ない２，３の知見を得たのでここ

に報告する．なおプランクトンの容積測定，個体計数に便宜を与えて下さった当学部水産増
殖学科税所俊郎助教授に謝意を表する．

＊鹿児島大学水産学部漁船航海学教室(LaboratoryofNavigation,FacultyofFisheries,Kagoshima
University）

*＊鹿児島大学水産学部実習船かごしま丸（Training-ship“KagoshimaMaru''FacultyofFisheries，
KagoshimaUniversity）
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1975年３月21日～３月29日まで，鹿児島大学実習船“かごしま丸”（1038トン)の東シナ海

におけるトロール操業及び海洋観測期間中，Fig.１に示す海域の測点20点で調査を行なった．
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結果および考察

当海域における超音波散乱層の記録の一例として３月25日の探知記録を模式化してFig.２

に示した．夜間は記録紙全面に超音波散乱層及び単体魚と推定される記録が多くみられる．

特に水深約２５～50ｍ付近に存在する超音波散乱層は濃く記録された．日出前に単体魚と推

29.Ｎ

１２６。１２７。１２８。１２９｡１３０。１３１．Ｅ

Fig.１．Mapshowingthelocationofobservedreflectionloss．

魚群探知機は“かごしま丸,，装備の古野電気製･GroundAceを使用した．深度目盛深

(0～200ｍ）における性能の要目は次に示すとうりである．

機種GroundAceFTG222-A型発振出力５kＷパルス幅2.0ｍｓ

超音波発射回数４５/回分紙送り速度１０ｍｍ/分記録紙湿式

記録紙有効紙幅132.07ｍｍ

各測点において超音波散乱層の反射損失の測定3)，“まるとくネット''4）によるプランクト

ン採集，海洋観測（水温。塩分。容存酸素量）を同時に行なった．

全測定を通じて魚群探知機の使用周波数は200ＫＨｚであり，測定期間中船の機関は停止，

対水速力は零であった。又反射損失の測定は同一人であった．
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３０

定される記録及び超音波散乱層は沈降を開始し，日出後に海底付近に達する．ただし水深約

25～50ｍ付近に存在する超音波散乱層は，記録は薄くなるが消滅することなく存在する．日

5０７０１００
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松野・西・有馬・益満：東シナ海における超音波散乱層反射損失
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Fig.３．TheresultsofthemarginetestintheEast
ChinaSea．

没前に両者上昇を始め，ほぼ薄明終了時頃再

び夜間の状態となる．すなわち超音波散乱層

は日周期垂直変化のない層，及び日周期垂直

変化のある層（２層ないし３層）に大別でき

る．本報告においては前者をＳＬ後者をＤＳＬ

とする．

ＳＬ,ＤＳＬの超音波反射損失を知るためマー

ジン・テスト3）を実施し，その測定結果を

Fig.３に示した．底質が泥である海域で，海

底の反響余裕値を数回測定し，その反射損失

を26db5)として理想反射平面板よりの反射音

圧曲線5)を求めた．使用魚群探知機の目盛対

感度特性曲線から感度微調整目盛１目盛の利

得差は平均1.74ｄｂにあたる．微調整目盛の

読取り精度は０．２程度であり，これは0.3ｄｂ

にあたる．又記録紙上の記録が消える瞬間の

判断は誤差が大きいと推察され，全誤差の平
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MeanvalueofthePlanktonvolume
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0.71ｍl/、

均誤差は１．ｂ程度と推定する．このマージン・テストの結果よりFig.４に昼間（DSLの

沈降終了と上昇開始時期までの間)，夜間（DSLの上昇終了と沈降開始時期までの間）の

別に各層の平均反射損失を示した．昼間の反射損失は水深の浅い方から78.1db,76.4ｄｂであ
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Ｓｅｑｂｏｔｔｏｍ

Ｆｉｇ､４．ThereHectionlossoftheultrasonicscatteringlayers．

瞳り平均77.3ｄｂであった．又中層域にしばしば存在する濃密群の反射損失は68.9ｄｂであった．

夜間の反射損失は水深の浅い方から71.6db,167.2ｄｂであり平均69.4ｄｂであった．ＳＬと

ＤＳＬの反射損失差は昼夜それぞれ1.7db,4.4.ｂあり，昼間と夜間の反射損失差はＳＬ,ＤＳＬ

それぞれ6.5db,9.2ｄｂあった．これらのことから昼間より夜間の方が反射損失が少なく，

かつ昼夜とも水深が増すほど反射損失が少ない傾向がある．

この起因を調べるため各測点において採集されたプランクトンの容積を沈殿法6）により求

め，又動物プランクトンの亜目別の個体の計数7)を行ないその結果を'nlblelに示した．容

Table1．PlanktonvolumeansspeciesnumberoftheplanktonanimalsintheEastChina
O

Sea．
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要約

1975年３月21日～３月29日の期間，中部東シナ海漁場において200ＫＨｚ魚群探知機を使用

して超音波散乱層の反射損失を測定するとともに，プランクトン採集，海洋観測を実施し，

次のような結果を得た．

１）東シナ海中部漁場における３月下旬の夜間の超音波散乱層（SL,DSL）の反射損失は

昼間の反射損失に比べ7.9.ｂ小さかった．これは夜間のプランクトン容積が昼間のプラン

クトン容積に比し0.33ｍl/ｍ３多かつたことに起因すると推察する．特に動物プランクトン

のＣＱｐｅＰｏａａ,ＤＣ"o〃αの増加による影響が大きいものと推察する．

２）超音波散乱層（SL,DSL）の反射損失は昼夜とも水深が深くなるほど小さかった．

３）超音波散乱層（SL,DSL）の反射損失の大小と水温，塩分，容存酸素量測定結果との

相関を見つけることはできなかった．

7７

積の平均値は昼間0.71ｍl/ｍ3,夜間1.04ml/ｍ３,その差0.33ｍl/m3でプランクトン容積は夜間

の方が多い．動物プラランクトンは主として10種類みられた．その中，個体数はCtzZα"o〃α，

CycjbPo伽のＣｂ岬o血が約80％を占める．昼間より夜間においてその個体数が増加して
いるのはＣｔｚ肱"o伽，Cyc”o伽，Ａ”姉o血,Ａ”e城c血γjα,ＤＣ"o〃α，＆ゆﾉbα"sねＣｅα，

E７．ｍ〃ねである．この動物プランクトンの増加が夜間において昼間より反射損失が少ない

結果になったものと推察する．特にＤＣ"o〃αの増加は2.3倍に及び，その１個体が大きい

ことから反射損失に与える影響は大きいと推察する．その他Ａ”e城c"地冠α,Ｓ‘zg雌娩α，

Ezゆんα”aceαはその個体が大きい為，個体数は少なくても反射損失に与える影響は大きい
と推察する．

プランクトン採集はＳＬ,ＤＳＬ各層の水平曳きを行なっていないので，水深が深くなるほ

ど反射損失が小さくなる起因の推察は今回の測定からは困難である．

水温，塩分，容存酸素の測定結果について種々 検討を行なったが，反射損失の大小との相

関を見つけることはできなかった．
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